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土　屋　　　由　越　川　葉　子　保育者養成校における「地域子育て支援論」活動を通じた学生の気づきに関する考察
1.　はじめに
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平成 27 年度は 18 名の学生が履修し、「ようこそ！あそびの森　秋草へ～親子で新たな発見をし





活動実施日は、8:50 より準備とミーティング、10:00 ～ 11:30 が親子との活動時間となる。10:00









第 1 回 11 月   6 日（金） おててで作ろう色の世界（絵具遊び）
第 2 回 11 月 13 日（金） 新聞紙の大変身（新聞紙プール遊び）
第 3 回 11 月 20 日（金） 乗り物ワールドに行こう（段ボール乗り物製作）
第 4 回 11 月 27 日（金） 何があるかな？ドキドキアドベンチャー（体育館での運動遊び）
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